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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

魚介類への放射性 Cs 蓄積過程を解明する飼育試験に必要な 137Cs を含む海水を効率的に作成

する方法を検討した。 
137Cs を抽出する森林土壌（福島県林業研究センター川内村試験林より採取した落葉サンプ

ル）重量（g）に対する、抽出液（塩酸 2N）の容量（ml）を変えて、抽出率を比較した。なお

森林土壌重量と抽出液容量の比を「固液比」として以下記載する。 

 2023 年は固液比を 8.3～50 倍、2024 年は固液比を 50～150 倍で抽出したところ、両年とも

に固液比と抽出率に正の関係が見られ、最大で 23％の抽出率となったが、2023 年の方が固液比

に対する抽出率が高い傾向がみられた（図 1、表 1）。                                                                                                                           

（１） 森林土壌の 137Cs総量と、抽出液の 137Cs総量を計算し、その比率を抽出率とした。 

（２） 2023 年度と 2024 年度で使用した森林土壌は同じ試験林の異なる地点で採取した別サンプ

ルである。 

 

２ 期待される効果 

（１） 放射能関連の飼育試験をより効率的に行うことが可能になる。 

 

３ 活用上の留意点 

（１） 使用する森林土壌が異なることにより抽出率が異なる可能性がある。 

（２） 塩酸の比率が高くなると抽出率が頭打ちになる可能性がある。 
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（２） 特になし 

サンプル内容
森林土壌重量

（ｇ）

森林土壌

137
Cs濃度

塩酸量（ml） 固液比
抽出液

137
Cs濃度

2023森林土壌③ 15.0 9,517 125 8.3 12.6 8.8

2023森林土壌② 15.0 8,691 250 16.7 28.0 21.5

2023森林土壌⑤ 15.0 11,369 250 16.7 20.8 12.2

2023森林土壌① 15.0 10,558 500 33.3 31.6 19.9

2023森林土壌④ 15.0 9,118 750 50.0 31.5 23.0

2024森林土壌① 5.0 18,586 250 50.0 13.4 14.4

2024森林土壌② 5.0 20,719 250 50.0 16.4 15.6

2024森林土壌③ 5.0 16,901 250 50.0 13.9 14.3

2024森林土壌④ 5.0 20,306 500 100.0 11.3 13.3

2024森林土壌⑤ 5.0 17,147 500 100.0 20.0 19.5

2024森林土壌⑥ 5.0 20,043 500 100.0 22.8 22.5

2024森林土壌⑦ 5.0 19,141 750 150.0 15.7 18.2

2024森林土壌⑧ 5.0 19,993 750 150.0 21.8 21.4

2024森林土壌⑨ 5.0 22,843 750 150.0 18.2 15.9

137Cs濃度単位：森林土壌はBq/kg-wet、抽出液はBq/L

抽出率（%）

表1 森林土壌の 137Csと抽出結果 

図1 固液比と抽出率 


